
方べきの定理の逆

　２つの線分ＡＢとＣＤ，またはＡＢの延長とＣＤの延長が点Ｐで交わるとき，

　　　　ＰＡＰＢ＝ＰＣＰＤ

が成り立つならば，４点Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄは１つの円周上にある。
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例題

　点Ａから円Ｏへひいた２本の接線の接点をＢ，Ｃ，

弦ＢＣと直線ＡＯの交点をＤとする。また，直線ＡＯ

上にない円Ｏの周上の点Ｐに対し，

直線ＰＡ，ＰＤと円ＯとのＰと異な

る交点をそれぞれＱ，Ｒとする。こ

のとき，次を証明せよ。

　　４点Ａ，Ｐ，Ｏ，Ｒは１つの円周上にある。

　　直線ＱＲは弦ＢＣに平行である。

証明

　△ＡＢＤと△ＢＯＤは２組の角がそれぞれ等しいから相似であり

　　　　ＤＡ：ＤＢ＝ＤＢ：ＤＯ

であるから　　　ＤＡＤＯ＝ＤＢ２＝ＤＢＤＣ

また，方べきの定理により

　　　　ＤＰＤＲ＝ＤＢＤＣ

したがって　　　ＤＡＤＯ＝ＤＰＤＲ

方べきの定理の逆により，４点Ａ，Ｐ，Ｏ，Ｒは１つの円周上にある。

　この円の円周角として

　　　　ＰＡＯ＝ＰＲＯ

これを　　とおく。直線ＡＰと弦ＢＣの交点をＥとすると

　　　　ＡＥＤ＝－

また　　ＰＱＲ＝


ＰＯＲ＝



－＝－

同位角が等しいから直線ＱＲと弦ＢＣは平行である。

（点Ｐが弦ＢＣに関し点Ａと反対側にある場合も同様に証明できるので

　考えてみて下さい。）

類題

　　△ＯＡＰ△ＯＰＤ　方べきの定理の逆を使わないで

　　△ＰＢＤ△ＰＱＣ△ＢＱＤ，　ＤＰＤＱ＝ＤＢ２

　　点Ｐが弦ＢＣに関し点Ａと同じ側にある場合　　ＡＰＣ＋ＢＰＤ＝


